
　　　　　12．選　1：炭’
五十川坑・濫海坑の選淡系統図は別図第3，第4の如

くである。主要選淡設備は，下に表記した。一

　　　　　　し　ル　　　　　　1五 十川坑
機　械　名　一　　　　　　、騰割鐡

温晦坑
鶴劃台数

ジツガ搬機匡8隊舞腸
一プ・ン式擢鞠，．5ql、2120’・1

・クラ』ツシヤrフレ才’・・ ロ急ノレ・

バケツトエレベター．　　　10．　11　 ・20　　　2

シ干イキングスクリ　　100　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　2　　70
’rン

『
1 3・諸建築物

’（め　五十川坑　　　　　　　（2〉・温海坑．

　蓮表設備　，1棟　388坪　　医療設備証棟　22坪

，医療設備　1棟　　60坪　　宿舎輩備59棟2・545坪

　通信殼備　　1棟　　32坪　　倉　　庫　6棟　198坪

　宿舎設備206諌9・945坪　1附属工場2棟』79坪

　附属工場　17棟　770坪　　厚生施設　4棟　78坪

　倉　庫15棟、568坪　守衛詰所1棟15坪
　事務所3棟辞03坪－
　厚生施設　i3棟LO37坪’

一（附）分祈結果（地質調奎所分析）を下に表詑しておく。
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0．28

0．29・

0．42

、0。65

発熱量
6，8401
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コークス性状

粘　結
　〃
木粘結
粘　結

　〃
不粘結

玉4．纏　　語

、寒釧坑で融丈5皿γ袖あ繊醗暇嘩掛け
．払をし，前進式全充墳長壁法（払面50m～60m・爲傾

．斜30。～35。）にで採掘しており・五十川坑からは南へ・

温海坑からは北へ掘進し』将來坑内蓮絡，（坑道延長約

2，700m）を計り，両坑併て年産・50万tを出炭する予

』定である』叉海面下2・6m迄（現在蘭疎勺8qm・五

一十川坑坑口は約＋50m）掘進し・，深部採淡を行うべく

、準備計画中である。

　現在の最大難点は保坑費¢）多v・事で・とれは岩盤が撰

』次質の爲盤膨れカ1多く・改修保坑に多大の労力・費用を

消費している現況であるから，岩右片盤坑道の位置を上

盤に・設けるか・或は下撃の現葎位置を移動するか・償重

に再考する必要があると思われる・早下慰爆粘結性ρ・

瀦淡砺り・国家の祓資源の見地か与卸て卑張
力にこれが開発に努力すべきである。

　　　　　　　　　　　（月召禾跨24年9　月）
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　北海道室蜘炭田め西北西に当る砂川」ノ沢地域では，

哩向斜構蓬をなした石狩統を削つて，不整合に！滝川暦が覆

　　　　　　　　　　ダンマ》～馴町の南東4kmの位置譜筒駄馬の沢では遮蝕
された滝川贋の下位に高根爽淡暦が露出している。この’

滝川暦の下位に伏在している石狩統の地質構造を究明す、

　　　　　　　　　　　　　ヅトることによつて，向斜の西翼に当る砂川町室知太附近に

』高根爽淡層より下の層位の來表暦（例えば美唄爽炭暦）

が比絞的浅矩に賦存する可鱒性が有弓かどう為を予察す

るのが目的であつた。　　　　　、ノ　、
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班員：地質調査

　　　〃，
　　．地彩測量

　　　〃　　、
精度：地質精奪
　　地形函縮尺
期間：

調牽具，清　水・　勇
　〃　　　長・浜「春夫

技 1官加々プ美時寛

調査員　松田榮・藏

　　　　1／10009及び1／3000

自昭和23年・7、月10日1，

至〃23年10月7日
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2．位　　置

，本地域は室知郡砂川町の北東5kmの地点に当る一ノ

沢を中心とした東西8km南北残mに亘る北東に長い

矩形の一劃をなす地域で，調査面積は凡そ23km2であ

臼る。地域の大部分は砂川町に，一部は赤弔町に属してv・

る。　（位置図参照）・1・　　　　一

　交通『調査地域の西側には画館本線が通じ，砂川駅及

び滝川駅が各々調査地の南西及び北西隅に位置してV・

1る。砂川駅から歌志丙及び上砂川に通ずる鉄道が調査地

の南側に並行して通つている。亦滝川町から東に向つて，

調李地の北側を通る根室本線が赤弔・芦別を経て釧路港一

に通じている。歌志丙線の終点歌志内駅から上赤準に通，

ずる自動車道路のほかに，－與に述掩た鉄道に並行した自

動車道路もあり，四囲の交通は極めて便利である。然し

㌧乍ら鉄道沿線から調査地の中央部に到る蓮搬路は，砂川

　　　　　　　　　　　　ホツうウ町と滝川町のほぼ中聞に位する砂川町北光から東へ6km

の一イ沢淡鵬現場に通ずる目動車道路を除いては，杢く

な∀・。　’　　　ダ

、　3．地　　質

　本地域に露出する地層は石狩統（下位より高根來淡暦，

李岸含化石暦及び芦別來表暦）と之を不整合に覆う滝川－．

暦である。地質図及び模式柱状図は別表に示した。調査

地域丙の石狩統はほぼ南北の軸をもつ溢北に沈降する一

大向余購造を形造つて》る汎‘北西采は西北西に走る胴

切断暦によって切断されて十個近くの地塊に分けられて

『
V

・る。これらの胴切断暦によつて地塊ボ移動した方向は，

歌志内町華刃郵付近匠見られる北西方向の軸をもつた小

’背斜を中央にして，その東西両側で対称的になづている。

　即ちこの小背斜の北東側で，胴切断暦の西側の地塊が・

東側の地塊に対して南に移動する傾向を詩つているのに

対して，と4）小背斜の南西側では胴切断暦の西側め地塊

が東側の地塊に対して北に彩動する傾向をもつ。叉小背

斜の北東側で獄藩差の大きな断暦はほぼ正断暦で，これ

か嘩生する断層髄断繁あるに対しで小背斜の南

、西側では落差の大きな断暦は殆んど逆断層で，これから

派生する断層は正断暦である。文地層の厚さは向斜の中

』凝ギ馨

　　・ド⊥一÷」押、ぶ．、’論論羅園

一

第51図’砂川一→ノ沢弛区地質図
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＼

央部では厚、く，両：翼では薄くなつてV、る。　’「

　この向斜構造をなした石狩統を削つて生じた起伏の多

い地形の上に滝川暦が沈積したので，その不整合面は焼、

山附近では殊に溺れ谷に沈積した様相を呈し，単表に於

ては基盤に近ずくに從つて地暦の傾斜が瞳くなり30度

内外になつているが，基盤から離劃た位置では一般に10，

度以下の傾斜を示している・滝川暦は緩かな擾曲構造を

なしているが，その地質構造は滝川暦Q直下の石狩統の

地質構造を反映し・叉石狩統塗切る大断麿は同時に滝川

暦をも切つて，僅か乍ら滝川暦に落差を与えている。こ

ーれは石狩統を摺曲さ1ぜた造山蓮動が滝川暦堆積後も引き

1続き蓮動を経続したために，石狩続の地質構造が滝川暦

の地質構遇と反映して・、基盤が向斜する地域では半位ば・

横たわる滝川暦も緩V・向斜の傾向を示すのである。この

事実は將來滝川暦に覆われた石狩統の構造を推定する場

合に，滝川暦の詳細な構遙を明かにすること堺或る程度

の指針となる事を裏付けている。叉滝川暦の暦厚は、向斜

地域で厚く，背斜地域で薄くなつていると推論出來る。

砂川町室蝋太から幌倉に至る延長6kmの測線で調査し

た地震擦鉱爾結果をみると・室蜘太力・ら1kmの附近に地、

下構造の異常がみられる。とれはこの地点を堺にして東　・

側の地暦（滝川暦）が西側に対して上昇したもので，前

に述べた如く，滝川厨の下位の地暦・も当然東側に対して，

西側が落下した断暦或は小背斜をなすものと考えられ

る。ごの地震探館の結果明かになつた断暦（又は背葬斗）カ1

豊弔断暦の延長であるか，それとも上砂川から焼山を経

て石山の方向に延びる逆断暦の延長であるかは，今の処

断言出來ないが，その何れであつたとしでも，室知太駄

馬ノ沢聞に筒根來炭暦以下の地暦が比較的浅く賦存ずる

　　　　　　　　　　　　　　　9’可能性は無い。

　　　　　　4．ゴ石　　1農　　　　・

　1ミ）蹴律欺況

　調査地域内の高根爽炭暦と芦別來淡暦には淡暦が鋏ま．

れてv・る。高根來炭暦は別表に示したように多数の薄暦ー

を鋏んでいるカ㍉そのうち稼行価櫨のある炭は殆んどな．

い。現在焼輿小学校の西側で稼V・で込る炭暦はA暦（表

に，示したよ、うに便宜上アルフアペット順に番号をつけ

た）で，この表は坑内で億挾みが少くなつているg叉昨

年以來休坑となつた八木ノ沢の坑内では，D暦と．K暦

とが稼がれていた。何れの表暦でも炭丈が浩長するため，

・稼行を継続ずるごと参経済的に困難寒ある。

　芦別爽炭層は上蔀程炭暦がよく発達して居り，、淡暦は

一ン沢の本流と：支流の合流点耐近の位躍に於て北西に沈

む向斜をなし，叉断暦を堺としてその北東側P地暦は・麿『

序繭西側幌のと購働る汎表暦の発獣聯・
稼行の判象とな9得る炭層は五番暦・八番暦●十「秀暦’

及び十二番暦である。亦一ノ沢で廉來表暦の上に滝川層

が分布し七V｛るが，不整合面は臼凸が顯著で溺れ谷堆積、

　　　　ヤの形態を示して㎞るえめ，滝川暦下の炭暦を稼行するヒ，

とは難しい。叉七番暦及び九番犀は・向斜の北東の断暦

帯に繰り返し露出しているのでプ醐の税度で稼行され

ている。

2，）提　質

芦別爽淡層中の炭暦には，暗荻黒色孚光沢で輝表暗表

部が葉理状に互暦した塊炭と，暗黒褐色無光沢な粉淡と

湊ある。粉炭暦は一般に炭暦と共に白色乃至黄白色の粘

土を俘い，発熱量も低く殆んど稼行価罐がない。塊炭暦

は厚暦となれぱ充分稼行価値があるが，通常は細粒砂岩

乃至淡質頁岩と炭層の紙薄互暦の部分（縞表と称』してい

る）が多も現在の選炭法ではこの縞表を処理して鋏み‘

を選別する事が困難であるので，みすみす捨て去られて∫

いる。塊淡ほ発熱量55ρ0カ・ロリー，次分20％，水分7％程

度である。P

高根來淡暦の石炭ぱ詰別暦のものに比較して色も黒色

に近く，脂肪光沢をもち儀かに粘結し発熱量も稽々高い6

都合で分析試料は探取出來なかつたととをお断りする5・

　　　　　　　　　e鼠）炭　量
未だ地質構邉の解釈に疑わしい点があるので・全部の

炭暦につV・て計算する事は出來ないが，一地質構造がはつ

きりしていて稼行計劃がすぐに樹てられる勉域のみに？

いで，淡量を計算した。一ノ沢炭欝にて坑口水準海抜

105m（八番暦露頭位置）を排水基準点として，一100m迄一

の確定実牧炭量は次の表に示される・可採率70％とし，

水準域上にては地表以下5m迄，水準以下にては地表以

下・・m迄喉量瞳算施除いた・購∫畷下喉量一

は不明瞭であるので，存在する事は予想されるが，計算か

ら除V・てある。（都合により表を省略した）『．

じ 翫：炭気　破

くA）ニノ沢表確株式会肚　、

出羨高は昭和22－年以前は不明，昭和23年塚降は毎月

80t．である。，片盤坑道Q最も長いものの延長は155mで，［

採表法は一・気…しなV后　、

（B＞，東和砂川炭鵬　開発当初のため出淡ば殆んどな・

　　いo

＆結　　論

　調査の結果次の諸点が明かになつた。

　1）石狩統を摺曲さぜた邉山蓮動は滝川暦堆葎後も引．

’き続きその蓮動を継続した。’閣ζ；のため石狩統に比べて糟

　　　　　　　　　　　　　　置49一（230）

＼
’



曲の程度こそ小さいがシ滝川層の構邉そQものが下位の

石狩統g地質構造を反映してい壽。

2）室蜘太附近には比較的浅処に美唄層を期待するこ

とは出來ない。　　、　　　　　　　タ

3）滝川暦の厚さは向斜部で厚く（士450m），背斜部

で薄い（士250m）

4）高根來淡暦中には現在稼行の対象となりうる炭層

力：なV、o　　　　　　　　　　（耳召禾『124年7月17日）

553。94：550．8（521．44）：622．1

編井縣手、取笈田勝山、地区調査
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糟　’井

Geology　in：Katsuyama　Di白tfict　of

　TedOri　Co訓丘eld，Eukui
　　　　Prefeeture．

By

Nobuo　Inai

　It上as　been：known　th駄t　there6xists　the

　caking　coal　on　the　upPer　Jurassic　which

　locates　around　Kitatani・village　area，　north

　感astefn side　of　K：atsuyama－town，situ、ated’

　　　　　　　り　on　lthe　east　of　Fuku釦City．　But　the　condi－

　tion　of　distribution　of　the　caking　coal　is

　　　　　　　　　ヤ　unゆown　at　alL　To　get　an　information　f6r
　future　development，the　ge610gical　sketch

　w3s　practiced　in　the’area　of24km2around

・Kitatani隔village．

　　The　Jurassic　of　this　region　is　compos6d　of

　an　alternation　　of　sandstone　and　shale，・and！

　it　is縦1most　coveぎed．with　a，ndesite　now　from

　Mt．Dainichi，Mt．Toritate，and　Mt．・Taka－

　kura，eヌcept　in　the　va11ey　along，the　main

　and　branch　streams　of　the　Takinami　ri▽er．

　　丁五is　Jurassic　formation　is　the　coal　mea－
　sues　of　this　region　and　is　correla』te（1to　the

　Tetori　coal　measures　by　foSsil　pl＆nts，
　』Po402α卿舜6s　．Zσ，zo60Z撹％s　　呂nd　　CJα40クhJ6尻s

　6短z〃bグ吻乱

　サAWorkablecoals6amexposesitselfat
　Rokuroshi　and　Kinebashi．、The　former　one1
　葦】as　N30E　trend　and　dips　to　t｝1e　east　i1120

　dggreesandthelat‡eroneha．sNlO。Etrend
　and　dips　to　the　west　in20degreesl　↑here
　is　a．syncline　Structure　between　them．・『．
ノ　　　　ヤ　　ThicknesS　of　the　coal　at　out・cropsis40cm，

　～indudin奮a　thin　parti塾9．

　　　　　　　　　　　　　　　、　　デ四国駐在官（元燃料部）

　　　ヒ

信　雄蓉

　　　　9
　Furthermore，out－crops・of　other　coal
seams歌re　found　at　Tani　and　Goshog＆h呂r呂，

but　they　have　no　econ6mic　value．

　Coal　amount　by㌻heoretical　calculation　at

Rokuroshi　is　presumably　890，000　metric
tons．．・

　The　co41contains　much　ash，bu㌻has
caking　Property．　If　the　reduction　of　ash－

content　is　pos＄ible，the，coal5s　available　for

its　caking　Property。　I　hope・thεしt　detailed．

s亡rマey　be　projected　on　this　caking　60al

field．

　　　　　1。要　　旨
　編井市の東方勝山町の北東部北谷村附近に分布する上．

部ジユラ紀暦は，粘結炭の存在するζとは蜘られていた．

が，その淡質及び賦存版況が全く知られてV・なかつたの　、

で．北谷村を中心とする24km2に亘り地質調査を行V・，

今後の開発の指針とした。

　この地区のジユラ紀暦は，砂岩・頁岩の互層であるが，

大貝山・取立山・高倉山等に発達する安山岩流に被覆さ

れ，僅か滝波川の本支流に沼う谷聞に露出しているに過

ぎない。　＼

　とのジユラ紀暦が本地域の爽表暦で，動謡o詔初舵5

伽6εoZα伽s，α磁o汐hJεδ2s師砺b鰯¢ls等の含有化石植物
」

から手寂爽表暦に対比される。

　稼行しうると思われる炭層は，六呂師・木根橋にその

露頭をあらわしている。そして前者の走向は北30Q東，

傾斜20。東，後者の走向は北10。東，傾斜20。西であ

るから蹄向斜構造を呈してv・ると考えられる。露頭部の

厚さは4Q　cmで，爽み嫡少な「く，膨縮も少“。

　その他，谷・五所ケ原・中野俣地域に炭暦の露頭がある

が，淡丈が薄いの宅稼行しうるか否か疑わしV・。稼行の

対象となる六呂師暦の推定珪論炭量は89万tである。

’炭質は・分析の結果・灰1分を除去す逢事が出來れぼ・

粘結淡として使途の広いものと思われる。從つて，稼行
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